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1 記号等の説明

$G$ を有限群

すなわち, $\{$

とし, ここ $\text{て}$

, $P$ は $G$ の位数を割り切る素数 $(R, K, k)$ を p-モジュラー系,
$R$は完備離散付値環 (その極大イデアルを $(\pi)$ ),
$K$は Rの商体でその標数は $0$ ,
kは Rの乗 J余体 $(R/(\pi))$ でその標数は $p$

$*$は Kは 1の $|G|$ 乗根の全てを含むと仮定する。
また $G$ の部分集合 $X$に対して, $\overline{X}\text{は適当な係数環}\mathit{0}\in\{R, K, k\}$ 上の七環 $oG$ における

$X$の元の和, $\overline{X}:=\sum_{x}\in \mathrm{x}^{x}$ を表すことにする。
Hを $G$ の部分群とし, Hecke 環 $S_{\mathit{0}}(H)=\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{\mathit{0}}c(\overline{H}\mathrm{o}G)$ を考える。 ここで $e_{H}:=\overline{H}/|H|$

は $KG$ のべき等元であり, $s_{R’}(H)=e_{H}KGe_{H}$である。 $\chi\in \mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(G)$ に対し, $e_{\chi}$ を $\chi$に対応
する $KG$ の中心的原始べき等元とし, $\Phi=\{\chi\in \mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(c);(\chi|_{H}, 1_{H})_{H}\neq 0\}$ とおく。 このと
き $\{e_{\chi}e_{H;}x\in\Phi\}$ が $S_{K}(H)$ の中心的原始べき等元全体の集合となることが知られている。
([1, $(11.26)\mathrm{C}\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{o}\mathrm{l}\mathrm{l}\mathrm{a}\mathrm{r}\mathrm{y}]$参照)
ここで $S_{K}(H)=I\mathrm{f}\otimes_{R}S_{R}(H)$ であるから, $S_{R}(H)$ の中心的べき等元 $\delta$を取ると $\Phi$の空で

ない部分集合 \beta があって $\delta=\sum x\in\beta e\chi He(\in RG)$ となる。 このとき左の形の元を $\delta_{\beta}$ と書き,
$\delta_{\beta}$が $S_{R}(H)$ の中心的原始べき等軸であるとき, $\delta_{\beta}$

.
$S_{R}(H)$ 又は $\beta$ を $\mathrm{G}.\mathrm{R}$.Robinson に従って

AR(H)-ブロックと呼ぶ。
方, 乗法によって $\emptyset:z(Rc)arrow Z(s_{R}(H))$ が誘導されるが, $\mathrm{G}.\mathrm{R}$.Robinson は [4] の

中でこの準同型を使って $Z(s_{R}(H))\simeq \mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{R[}c\mathrm{X}G1(Rc\overline{H}RG)$ ( $R$-多元環) を示し, $RG\overline{H}RG$

の $R[G\cross G]$ -加群としての直既約因子に対応させて $A_{R}(H)$-ブロツクを定義した。ゆえに
$e_{B}$ を $RG$ のブロックべき等元とするとき, この準同型から $\phi(e_{B})=\sum_{\beta}\delta_{\beta}$ と分解され, こ

れによって Irr(B)\cap \Phi の AR(H)-ブロックによる分割が生じる。 .

また, $\overline{H}RG$ が置換加群であることより $S_{R}(H)/\pi S_{R}(H)\simeq s_{k}(H)$ であり, 従って $A_{R}(H)-$

ブロックの集合は $S_{k}(H)$ の中心的原始べき等元の集合と 1対 1に対応している。

ここでは Hが $p’$-部分群のときに $A_{R}(H)$ -ブロックについての直交関係を証明し, また
$\phi(e_{B})$ に現れる \mbox{\boldmath $\delta$}\beta の個数を $G$ のブロック $B$に関する種々の不変量と関連付けて評価する。

上の記号以外も標準的な記号を使う。 (例えば [1] や [3] を参照)
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2 $A_{R}(H)-$ブロックの直交関係

この節以降のためにまず次の補題を準備する。

補題 1 $A$ を任意の (単位元を含む) 環とし, $M$を有限生成 A-加工とする。
$\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{A}(M)$ における掘Mの中心的べき等元による分解 $id_{M}=f1+f_{2}$が存在することと
$\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}_{A}(M_{1,2}M)=0,$ $\mathrm{H}_{\mathrm{o}\mathrm{m}_{A}}(M_{2,1}M)=0$ なる $A$-加群 $M_{1},$ $M_{2}$による $M$の直和分解 $M=$

$M_{1}\oplus M_{2}$が存在することは同値である。
(証明) $(\Rightarrow)i=1,2$ に対して $M.\cdot:=f.\cdot(M)$ とすると $M=M_{1}\oplus M_{2}$ . 任意の $f\in$

$\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}_{A}(M1, M2)$ を取り, f\tilde を任意の $x\in M_{2}$に対して $\tilde{f}(x)=0$ なる fの Mへの拡張とす

ると乃は f\tilde と可換であるから f=0。全く同様にして $\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}_{A}(M_{2,1}M)=0$ も成り立つ。

(\Leftarrow 戸 $=1,2$ に対して, $f.\cdot$ : $Marrow M_{i}(f.(m)=mi)$ を M,への射影とすると昭M $=f1+f_{2}$

であり, $f_{i}.\text{は}$ $\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{A}(M)$ のべき歯元である。任意の $f\in \mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{A}(M)$ を取ると仮定から $f(M_{i})$ $\subset$

$M_{i}$である $\circ \text{従って},$ $.\text{任意の}$ $m\in M\text{に対して},$
. $f\cdot.fi(m)=f(mi)=f(m)$ . $=f$. $\cdot f(m)$ とな

り, 五は中心の元である。 口 .

$\mathfrak{U}_{R}(H):=$ { $\beta;\beta$は $A_{R}(H)$-ブロ ‘ノ ‘ ク} とおく。$\phi(e_{B})\neq 0$であれば, $\phi(e_{B})=\sum\beta\epsilon\Lambda_{B}\delta\beta$ なる

$\mathfrak{U}_{R}(.H)$ の空でない部分集合 $\Lambda_{B}$が存在する。そこで $r(B):=|\Lambda_{B}|$ とし, $\Lambda_{B}:=\{\beta_{1}, \cdots, \beta_{\Gamma(}B)\}$

と表すことにするとき, この $r(B)$ を考察することがこの論文の目的の–つである。

命題 2 $l(B)=1$ ならば, $r(B)\leq 1$ である。 ここで $l(B)=|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)|$ .
(証明) $r(B)\neq 0$ としてよい。 $l(B)=1$ より, 任意の ( $0$ でない) $B^{*}$-加群 $M_{1},$ $M_{2}$に対
し $\mathrm{H}_{\mathrm{o}\mathrm{m}_{k}}.c(hd(M_{1}), soC(M_{2}))\neq 0$ . これより $\mathrm{H},\mathrm{o}\mathrm{m}_{kc}(M1, M2)\neq 0$ であり, 同様にして

$\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}_{kc}.(M2, M1)\neq 0$ である。
$A:=B^{*},$ $M=e_{B^{*}}\overline{H}kG$ に対し, 補題 1を適用すると上のことから,\not\in $\emptyset(e_{B^{*}})s_{k(H})=$

$\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{k}c.(M)$ の中心的べき等元は単位元に限ることがわかる。口

この節ではこれ以降 Hは $G\text{の}.p’.-$部分群と仮定し, $\phi.(e_{B}).\neq 0$ なるブロック $B$について

幽えることにする。..

このとき $e_{H}\in RG$ で, $\overline{H}RG=eHRG$ は射影的 $RG$-加群であり, $kH$は半単純 k-多元環
であることに注意する。
そこで $\varphi\in \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(G)$ に対応する $kG$-加群を $S_{\varphi}$とするとき, $\Psi:=\{\varphi\in \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(G);k_{H}|S_{\varphi}\}\downarrow H$ と

おく。このとき $\varphi$ に対応する主直既約 $RG$-歩群を $P_{\varphi}$ とすると, $\Psi=\{\varphi\in \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(G);P_{\varphi}|eHRG\}$

であることに注意する $0$ これから $\beta^{*}\dot{.}:=\{\varphi\in \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B);P_{\varphi}|\delta\beta.\cdot(e_{H}RG)\}$ を定義し, さらに
$k(\beta_{i}):=|\beta_{i}|,$ $l(\beta_{i})$ :=|\beta 訓と表記する。 このとき次が成り立つ。

命題 3互いに共通部分がない分割 $\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\mathrm{n}\Psi=\cup i=1\beta^{*}r\mathrm{t}^{B)}i$が存在する。
特に $r(B)\leq|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\cap\Psi|$ .
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(証明) $M:=e_{B}e_{H}RG$ とするとき, $M=\oplus_{i1}^{r(B)}=\delta\rho_{:}M=\oplus_{\varphi\in \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{n}}\mathrm{r}\langle B)\Psi m_{\varphi}P_{\varphi}$ $(m_{\varphi}\geq 1)$ .
ところで, 補題 1より $\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}_{RG}(\delta\beta.\cdot M, \delta\beta jM)=0(i\neq j)$ だから $\beta_{i^{*}}\cap\beta^{*}j=\emptyset$ であり, 上の

分割を得る。特に $r(B)\leq|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\cap\Psi|$ である。 口

さて, $\chi\in \mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\mathrm{n}\Phi^{c}$ ならば, $\Phi$ と $\Psi$の定義より任意の $\varphi\in \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\cap\Psi$ に対して $d_{k,\varphi}=0$

である。-方, $\mu\in \mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\cap\Phi$とし, \mu が $A_{R}(H)$ -フ* ロック $\beta_{i}$に属するならば $d_{\mu,\varphi}\neq 0$ な

る\mbox{\boldmath $\varphi$} $\in\beta_{i}^{*}$が存在する。 $\beta_{j}$ を $\beta_{i}$ と異なる $A_{R}(H)$ -ブロックとし, $\varphi’\in\beta_{j}^{*}$ とすると補題 1
より $c_{\varphi,\varphi’}=rank_{R}\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}RG(P_{\varphi}, P’)\varphi=0$ , すなわち, $\sum_{\mu}d_{\mu,\varphi}d_{\mu,\varphi’}=0$ . $h$より任意の

$\varphi’\in\beta_{j}^{*}(j\neq i)$ に対して $d_{\mu,\varphi’}=0$ . よって $D_{B}$は次の形になる :

(2.1)

さて上の $D_{B}$の分割にしたがって $D_{B}=(D_{B’}|D_{B’’}),$ $D_{B}’=(D_{1}\cdots D_{r(B}))$ とおくとき, P-
ブロックの場合と同様の次が成り立つ。

命題 4

(1) 任意の $1\leq i\leq r(B)$ に対して, $l(\beta_{i})\leq k(\beta_{i})$

(2) $l(\beta_{i})=k(\beta_{i})$ なる $i$ が存在することと $d(B)=0$ は同値。

特にこのとき, $r(B)=1$ .

(3) $d(B)\neq 0$ のとき, $r(B)\leq|\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\mathrm{n}\Phi|-|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\cap\Psi|$.
特に等号は任意の $1\leq i\leq r(B)$ に対して, $k(\beta_{i})=^{\iota(}\beta i)+1$ のときに限る。

(証明) (1) $rankD_{B}=\iota(B)$ より $rankD_{i}=\iota(\beta_{i})$ であることから言える。
.

(2) $(\Rightarrow)$ 仮定より $D_{\beta:}\in GL(l(\beta_{i}), \mathbb{Q})$ . 従って, 任意の $\chi\in$ \beta ,は $G$ の主直既約指標の
$\mathbb{Q}$-結合で書かれるので, 任意の $y\in G-G_{p’}$に対して, $\chi(y)=0$ となり結論がいえる。

$(\Leftarrow)k(B)=^{\iota(B)=1}$ より示せる。
(3) (1) と (2) より $| \mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\cap\Phi|-|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\mathrm{n}\Psi|=\sum^{r}i=1\mathrm{t}(B)k(\beta_{\dot{\mathrm{t}}})-\iota(\beta.)\}\geq r(B)$

等号は上で等号が成立するときよりいえる。口

上の $D_{B}$の形 (2.1) から $A_{R}(H)$ -ブロ ‘ノ ‘ ク\beta ,の直交関係である次が成り立つ。

定理 5任意の $y\in G-G_{p}\prime \text{および}(x,$ $H\rangle$ が $p’$-群となる任意の $x\in G_{p’}$に対して,

$\sum_{\chi\in\beta}.\cdot x(_{Xe_{H}})x(y)=0$ .
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(証明) 分解定数を用いて
$\Sigma_{\chi\in\beta}:\chi(Xe_{H})x(y)$ $=$ $\Sigma_{\chi\in\beta:\varphi\in}\sum \mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)d\chi,\varphi\varphi(xe_{H})x(y)$

$=$ $\Sigma_{\varphi\in \mathrm{I}}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\varphi(xe_{H})\sum\chi\in\beta id_{x},x(\varphi y)$

従って $\varphi(xe_{H})\neq 0$ なる $\varphi$ のみ考えればよい。 ここで $\langle$ $x,$ $H)$ が $p’-$部分群であることか
ら $M^{*}=S_{\varphi}\downarrow\langle x,H$)

なる $R\langle$ $x$ , H $\rangle$功 O群 Mが存在し, $\varphi|_{(x,H\rangle}$ は Mの R-表現の指標になってい
る。故に\mbox{\boldmath $\varphi$}(xeH)\neq 0ならば, $Mxe_{H}=Me_{H}\neq 0$ , つまり, $\varphi\in\Psi$ .
このとき $D_{B}$の形 (2.1) から, $\sum_{x\in\beta}:xd_{\chi,\varphi}(y)=\sum_{\chi\in \mathrm{I}_{\Gamma \mathrm{r}}(B)}dx,\varphi x(y)=0$ となり結論がい

える。 口

3 連結次数について

この節では $\mathbb{R}$ 上の列べクトルやその集合を考える。
$\mathbb{R}$ 上の列べクトル $a,$

$b$ に対して, 通常の内積 $(, )$ を使って $(a, b)\neq 0$ であるとき $a\approx b$ と

表すことにし, 次を定義する。

定義 6(1) $\mathbb{R}$ 上の $0$ でない列べクトルの集合 $\Omega=\{a_{1}, \cdots , a_{n}\}$ について $a_{f(1)(n}\approx\cdots\approx a_{f}$)

なる置換 fが存在するとき, $\Omega$は連結集合であると言う。
(2) \Omega が以下の条件 (i), (ii) を満たす分解 $\Omega=\Omega_{1^{\cup}}\cdots\cup\Omega_{S}$を持つとき, この分解を $\Omega$の

連結分解と呼ぶ :(i) 各\Omega iが連結集合である。
(ii) 任意の $1\leq i\neq j\leq s$ に対して $\Omega_{i}\cap\Omega_{j}=\emptyset$

さらに連結分解の内で $s$ が最小になるとき, この分解を $\Omega$の最小連結分解と呼び, その
ときの $s$ を。(\Omega ) と表し, $\Omega$の連結次数と言う。 (ただし $c(\emptyset)=0$ と定義する。)

補題 7 $a\in\Omega$のとき $c(\Omega-\{a\})\leq c(\Omega)+1$ である。
(証明) \Omega が連結で, $\Omega-\{a\}\neq\emptyset$ の場合に示せばよい。
このとき以下の 2つの場合を考察して結論を得る。
(i) $\Omega-\{a\}$ が連結集合であるとき, $c(\Omega-\{a\})=1=c(\Omega)$

(ii) $\Omega-\{a\}$ が連結集合でないとき, $\mathrm{c}(\Omega-\{a\})=2=C(\Omega)+1$ . $\square$

補題 8\Omega が次の条件を満たす分解 $\Omega=\Omega_{1}’\cup\cdots\cup\Omega_{t}$
; を持つと仮定する :

任意の $1\leq i\neq j\leq t$ に対して, $\Omega_{i}’\cap\Omega_{j}’=\emptyset$ 寿つ $\Omega_{ij}’.\perp\Omega’$

このとき $t\leq c(\Omega)$ .
(証明) $\Omega=\Omega_{1^{\cup}}\cdots\cup\Omega_{s}$ を $\Omega$の最小連結分解 (つまり $s=c(\Omega)$ ) とする。各 \Omega ,は連結であ
るから, $\Omega_{i}\cap\Omega_{i’}’\neq\emptyset$ なる i’は唯–存在し, 従って\Omega , $\subset\Omega_{i’}’$ となる。 これより $t\leq c(\Omega)$ と

なることがわかる。口
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行列 $D$に対し, それを列べクトルの集合とみたときも同じ記号で表すことにするとき,
上から次の評価式を得る。

命題 9Hが $p’-$年分群であるとき, $r(B)\leq|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\cap\Psi^{C}|+c(D_{B})$ .
(証明) $r(B)\neq 0$ としてよい。 $n:=|\mathrm{I}\mathrm{B}\mathrm{r}(B)\cap\Psi^{C}|$ とおき, (2.1) の記号にしたがって $D_{B’’}=$

$(d_{1}\cdots d_{n})$ と書くことにする。さらに列べクトルの集合 $A_{i}(1\leq i\leq n)$ を $A_{1}:=D_{B}-\{d_{f\iota}\}$ と

し, $1\leq i\leq n-1$ に対しては帰納的に $A_{i+1}:=A_{i}-\{d_{n-}.\}$ と定義する。補題 7と $D_{B}’.=A_{n}$

より, $c(D_{B}’)\leq c(D_{B})+n$ . さらに $D_{B}’=D_{1^{\cup\cdots\cup}}D_{\mathrm{t}^{B})}r$ は上の補題 8の条件を満たすか
ら, $r(B)\leq\text{。}(D_{B}’)$ . 従って $r(B)\leq n+c(D_{B})$ . 口

4 主 $A_{R}(H)-$ブロックに関する例

自明な指標 $1_{G}$は任意の部分群 $H$に対して $\Phi$に属するから, $1_{G}$の属する $G$ の $A_{R}(H)- \text{ブ}$

ロックが常に存在する。そこで通常の $P$-ブロックの場合に習ってそれを主 $A_{R}(H)$ -ブロ ‘ノ ‘ ク

と呼び, \beta o と表記する。
この節では主に主 $A_{R}(H)$-ブロックを考え, $B_{0}$は主 p-ブロックとする。
このとき次が成り立つ。

命題 10 $|G:H|$ が $P$ の巾ならば, $\beta_{0}=\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B_{\mathit{0}})\cap\Phi$ , すなわち, $r(B_{0})=1$ である。

(証明) 仮定より $\overline{H}RG$ は $B_{0}$に属する直既約 $RG$-加群であるから, その直既約性より結論が

=D える。 $\text{口}$

これ以降再び Hは $G$ の $p’-$部分群と仮定し, $\phi(e_{B})\neq 0$ なるブロック $B$を考える。

従って 2節と同様の記号を使うことにすると次が成り立つ。

命題 11 $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\cap\Phi$に属する全ての指標が線形 (すなわち次数が 1) であるならば, $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\subset\Phi$

であり, $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)$ は $G$ の $A_{R}(H)$-ブロックである。特に $r(B)=1$ である。

(証明) 任意の $\chi\in \mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\cap\Phi$ を取り, $A_{R}(H)$ -ブロ ‘ノク $\beta_{i}$に属するとすると, 仮定から任意
の\mbox{\boldmath $\lambda$}\in \beta , に対して, $\lambda|_{H}=1_{H}$である。従って Hが $G$ の $p’$ -部分群であるから, 任意の $x\in G$

に対して, $1/|G|\Sigma_{\lambda\in}\beta.\cdot(\lambda 1)\lambda(\overline{H_{X)}}\in$ Rであることと $1/|G|\Sigma_{\lambda\epsilon\beta}.\cdot\lambda(1)\lambda(x)\in$ Rであること
は同値。これより $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)=\beta_{i}$ となり, $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)$ が $G$ の AR(H)-ブロックであることがわかる。
口

補題 12 (1) 任意の $S\in \mathrm{I}\mathrm{R}\mathrm{R}(B^{*})$ に対して $k_{H}|S_{1H}$ならば, $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\subset\Phi$である。

(2) $G$ が p-可山群であるとき, 上の逆が成り立つ。すなわち,
$\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B)\subset\Phi$ならば, 任意の $S\in \mathrm{I}\mathrm{R}\mathrm{R}(B^{*})$ に対して $k_{H}|S_{\downarrow H}$である。
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(証明) (1) 分解定数を考えればよい。
(2) Fong-Swan の定理 ([3, Chapter 5 Theorem 7.5]) よりいえる $\circ$

口

以上から $P$-べき零群 $G$ とその $p’-$部分群 $H$に関して次がいえる。

命題 13 $G$ が P-べき零群ならば, Irr(B)\cap \Phi は $A_{R}(H)$ -ブロック, すなわち, $r(B)=1$ で

ある。

特に $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B_{0})\subset\Phi$であり, $\beta_{0}=\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B_{\mathit{0}})$ である $\circ$

(証明) 前半 : 命題 2よりいえる。 .

後半 : 任意の $S\in \mathrm{I}\mathrm{R}\mathrm{R}(B_{0)}$ に対して, $H\leq \mathcal{O}_{\mathrm{p}’}(G)\leq Ker_{G}S$であるから, $\mathrm{I}\mathrm{r}\mathrm{r}(B_{0)}\subset\Phi$

となり結論がいえる。 $\square$

また奇素数次の対称群に関して次が成立する。

定理 14 p.が奇数であるとき, $G:=\mathfrak{S}_{p}$とその $p’-$部分群 $H:=\mathfrak{S}_{i}(1\leq i\leq p-1)$ に対して,

$r(B_{0})=1$ である。 ..
(証明) $P:=((1,2, \cdots,p))$ とすると $P\in Syl_{p}.(c)$ であり, $C_{G}(P)=P$であるから $N_{G}(P)$ の

$P$-ブロックは主ブロックのみである。したがって Brauer の第–主定理より $G$ の p-ブロッ
クは主ブロックと不足数 $0$ のブロックだけからなる。ゆえに $[2, (20.1)\mathrm{T}\mathrm{h}\mathrm{e}\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{m}]$ から, 既約

$KG$-加群が主ブロックに属することとそれに対応する分割の型が $(p-t,..1^{t})(.0\leq t\leq p-1)$

のいずれかであることは同値 (ただし $t=0$ のときは $(p),$ $t=p-1$ のときは $(1^{p})$ を表わ

す。) であり, さらに $[2, (24.1)\mathrm{T}\mathrm{h}\mathrm{e}\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{m}]$ から DB。が次の形であることが知られている :

$D_{B_{0}}=.\cdot(.1)(2,1^{\mathrm{P}}-2)(p-2,12)(p_{p}-1,1)(p)$

ここで $0\leq t\leq p-1$ において, $(p-t, 1^{t})\in\Phi\Leftrightarrow t\leq p-i$ であることに注意すると $D_{B}$

の形 (2.1) より, $r(B_{0})=1$ である。口

注意 15 : 上の定理で任意の $p’$-部分群に対して $r(B_{0})=1$ ではない。

実際 $G:=\mathfrak{S}_{5},p=5,$ $H:=\langle(1,2)(3,4),$ $(1,3)(2,4))$ のとき $r(B_{\mathit{0}})=2$ である。
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